
 

  

自然・環境 と 花・蝶自然・環境 と 花・蝶  
わたしたちは元気で、明るく楽しい生活をするとともに、自然を大切にしよう、環境を守ろうと心がけています。わたしたちは元気で、明るく楽しい生活をするとともに、自然を大切にしよう、環境を守ろうと心がけています。  

春になれば陽射しは強くなり、花が咲き蝶が飛び交いますが、これは当たり前のことでしょうか。自然があり、環境春になれば陽射しは強くなり、花が咲き蝶が飛び交いますが、これは当たり前のことでしょうか。自然があり、環境

が守られているからこそ花は美しさを見せ、蝶は花に止まるのです。花も蝶もそんな自然と密接に関係し、わたしたが守られているからこそ花は美しさを見せ、蝶は花に止まるのです。花も蝶もそんな自然と密接に関係し、わたした

ちの生活に潤いを与えてくれています。ちの生活に潤いを与えてくれています。  
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 品川区と目黒区の境 

に林試の森公園があり 

ます。4月27日(日)「林 

試の森コンサート」が 

開催され、青空の下 

コーラスやオカリナ、 

太鼓の演奏、ホルンの 

６重奏などがありま 

した。 林試の森公園は、以前は林業試験場であった

ところで、試験場が移転した後、平成元年に都立の公

園として整備されました。 

 

 

森の中は道も整備され、家族連れが遊びや散歩を楽し

んでおり、空気がおいしいと感じられる都心の一空間

です。この森の樹木は100年以上の歴史があり、幹の

回りが３ｍを超える樹 

木もたくさんあります。 

また、わたしたちの活 

動や呼吸から発生する 

二酸化炭素（CO2）を 

しっかりと吸収してく 

れているのではないで 

しょうか。 

林試の森公園でおいしい空気を吸おう 

 区立池田山公園は、高低差はあ

るものの、よく整備された回遊式

の庭園です。住宅地の真ん中にあ

るこれらの木々は、林試の森公園

同様、二酸化炭素（CO2）の吸収

に大いに役立ってくれているので

はないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立夏を前にした池田山公園は新緑

に包まれていました。池の付近か

ら見上げる庭園の斜面に、所々ツ

ツジが見られました(5月上旬)。 

5月中下旬にはサツキが可愛らし

さを見せてくれました。 

なお、区の花は「サツキ」です。 

 

 

 区内のバラの名所の一つである

しながわ花海道（鮫洲橋袂のミニ

バラ園）では、5月のバラが見頃

になり、赤､黄､白､ピンク他、大

小のバラが咲き誇っていました。

こちらでは日本バラ協会指導員の

方が、いろいろなバラを育ててい

ます。 

 

 

環境記者活躍中 環境記者の内田雅弘さんは区内の自然を追いかけ、公園はもとより道端

に咲く花々にも注目して、さまざまな写真を送ってくださっています。 



 

「蝶の道プロジェクト」は、蝶の行動範囲などを考えて

「蝶のレストラン（食草園）」をつくり、蝶の飛び交う

エリア「蝶の道」を広げていくプロジェクトです。  

 

 本講座は家庭にある古布を使っ

てオリジナルのぞうりを作る講座

で、ぞうり作りを通してリサイク

ルに関心を持っていただくことが

目的です。 

１日目はぞうりの本体作りで

す。初めは戸惑いから心配顔も見

られましたが、作業が進む内にみ

なさんの手の動きは滑らかになっ

て行きました。１テーブル６人の

メンバーは以前からの友達のよう

に和気あいあい、部屋中明るい雰

囲気でした。 

 

 

２日目は鼻緒作りから始まりま

した。布を芯に巻きつけて行きま

すが、ここでしばらく手が止まり

ます。しかし、お互いの協力で着

実に完成に向かって前進です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は２日間の講座、計５時間

をかけて一足が出来上がりまし

た。みなさんの満ち足りた笑顔が

印象に残っています。 

楽しかった、以前から布ぞうりを

作ってみたかったが夢が叶ってよ

かった、なかなか難しかった等、

様々な声をお聞きしました。人気

の講座ですので、今後の開催も検

討したいと思っています。 

環境リサイクル講座環境リサイクル講座  

 平成20年4月29日と5月6日の2日のわたり、環境情報活動センターにおいて「環境リサ

イクル講座 ～さき布から“ぞうり”を作ろう～」が開催されました。ゴールデンウィー

ク中の２日出席にも関わらず、25名の定員になんと150名を超える応募をいただく人気講

座でした。当日は布ぞうりサークルから３名の指導者を迎え、受講者のみなさんは熱心

に布ぞうり作りに取り組みました。これまでにこの講座に参加した人たちが中心とな

り、サークルとして活動を行っています。 
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「さき布から“ぞうり”を「さき布から“ぞうり”を  

  作ろう」好評の内に終了作ろう」好評の内に終了  

 

蝶の道プロジェクト 

では、学校によっては 

特別授業で生き物の生 

態系や自然環境につい 

ての授業を行ったりも 

します。このあとみん 

なで食草園を作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ルリタテハチョウは、去年までは   

 区内西側の方でしかみないチョ  

 ウでした。プロジェクトに参加し 

 ている人たちと食草であるユリ 

 科の植物を植えたせいか、今年東 

 大井でも見ることができるよう  

 になりました。  

 



 

 

 

 

  

 

『木はいいなあ』 
 作：ユードリイ 
 絵:：シーモント 
 訳：西園寺祥子 
 偕成社 
（本体1,000円＋税） 
 
 都市化と共に、自然と親しむ   

 子供たちの生活は失われつつ 
あります。ユードリイは『木はいいなあ』で、自身

の幼い日々に経験した木とのすばらしい生活を、子

供たちに味わってもらえればとの願いを込めていま

す。子供たちに、自然の素晴らしさをあらためて芽

生えさせてくれる絵本です。 
 

 

『手にとるように環境問題  

 がわかる本』 
 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサル   

 ティング 環境･エネルギー部 著 
 かんき出版 

（本体1,400円＋税） 

  

「環境問題」、「地球温暖化」   

 といった言葉を耳にすることが 

多くなりました。そう言えばごみの分別方法がより

明確になったり、新たに「猛暑日」が設けられた

り、南方の島が沈没するという話から、ある程度理

解することができます。本書では地球温暖化とはど

んな問題で、それがどのようにして引き起こされ、

異常気象とどう関係しているのか、またその解決に

向けてどういった取り組みがなされているのかな

ど、環境問題全体を分かりやすく解説してくれてい

ます。環境対策は国と自治体、企業、家庭、それぞ

れ大切な役割を担っていますが、環境問題を考えた

私たちの暮らしのあり方を教えてくれています。 

書評書評  

コーナーコーナー  
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ご存知ですか？ 

しながわ花海道プロジェクト 
 地域の皆さんの力の結集が、き

れいな花畑を創り出した｢しなが

わ花海道プロジェクト」の事例を

ご紹介します。 

 近年、環境問題が地球規模の

テーマとなっており、私たちの生

活にも関わりが出てきています。

｢しながわ花海道プロジェクト」

の活動はお花畑を作ることによっ

て土と触れ合い、花の成長と周り

の生き物や自然環境を守ることを

学んでいます。勝島運河周辺では

この活動を 

始める前は 

雑草が生い 

茂り、ごみ 

が散乱する 

一帯でした。   

 2002年7月、区の許可の下で地

域の有志がコスモスの種をまき、

花畑作りを開始しました。 

10月にはコスモスが見事に咲き、 

 

 

 

 

 

 

 

 

自信を持った有志は「しながわ花

海道プロジェクト」を正式に立ち

上げました。12月には一般の方へ

の呼びかけ 

を行い、約 

500人の方 

が集まり、 

第1回目の 

種まきイベ 

ントを行いました。 

 最初は花の咲き具合も必ずしも

十分ではなかったものの、会員の

努力もあり、2回、3回と回を重ね

るごとにきれいな花が咲くように

なりました。2007年に勝島運河東

岸に桜の苗木56本を、地域の小中

学校の子供たちと住民の方々で植

樹しました。 

 花の見頃の時期にはイベントを行

い、｢しながわ花海道」の周知にも

努めており、6年目を迎えた今年

は区のお花見の新名所として、ま

た住民が安 

心して楽し 

める場所に 

なってきま 

した。 

写真①が、 

今年の3月にはこんなにきれいな

菜の花の咲く岸になりました。 

 この活動がもとで勝島・浜川・

鮫洲運河ルネサンス協議会、勝島

運河倶楽部、蝶の道プロジェク

ト、バラの花育て方教室などの新

しい活動へと広がり、今後の活動

への期待と夢が更に大きくなって

きました。 

多くの方の心と力により、蝶が舞

い、水鳥が飛び交うきれいな場所

になりました。 

 

 ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ 

 

 

 

 

 

水鳥と遊ぶ 

 

 

 

 しながわ花海道 

 へ是非一度足を  

 お運び下さい。 

 最寄り駅：京浜 

  急行 立会川駅 

 品川区勝島運河 

 高潮護岸の土手 

 周囲約2km 

① 



 

①「エコな買い物」環境にやさしい

買い物をしましょう 

私たちはゴミを減らす、節水・省エ

ネなどでエコな生活を心がけていま

す。買い物をする際にもエコを考え

た 消 費者「グ リ ーン コン シ ュー

マー」になりませんか。また「エコ

な商品」とはどんな商品でしょう。 

日時／6月22日(日)14時～16時 

 

②「シロクマと温暖化」温暖化がシ

ロクマの生存に影響を及ぼしている 

何気ない私たちの日々の生活が、可

愛いシロクマ君にどんな影響を及ぼ

しているのでしょう？ 人とシロク

マの共存について分かりやすくお話

ししていただきます。 

日時／6月29日(日)14時～16時 

③「太陽光発電」未来のエネルギー

社会に向けて 

地球に降り注ぐ無限の太陽光エネル

ギーを使ってエネルギー問題を解決

することができるのではないでしょ

うか。日時／7月15日(火)14時～16時 

 

夏休みこども環境講座 
①気象予報士から学ぼう・ストップ

地球温暖化 

地球はどうして暖まるのか、それに

よってどんな影響があるのかなど、

気象予報士の先生に分かりやすくお

話ししていただきます。 

 

②エコクッキング 

料理を通して、楽しみながら環境問

題を考えましょう。 

リサイクルショップ 

「リボン」をご存知ですか？ 
「リボン」はNPO法人「エコタウ

ンしながわ」が品川区の協力を得

て運営しているリサイクルショッ

プで、旗の台店と大井町店があり

ます。 

（旗の台店↓） 

 

「も の を 大 切 に 使 お う」を

テーマに 
洋服、バッグ、雑貨や家具など、

ご家庭にある品物の買い取りや委

託販売をしています。 

「捨てるのはもったいない」「ご

縁があれば他の方に使っていただ

きたい」そんな品物がありました

ら「リボン」をご利用ください。 

 

お買い得品や掘り出し物をい

ろいろと揃えています。 
「リボン」では、みなさまのご来

店をお待ちしています。 

詳細はそれぞれの店にお問い合わ

せください。 

＊旗の台店  03-5498-7803 

＊大井町店↓ 03-5742-6933 

 

 

「もったいない・・・」の気持ちを大切に 

しながわECOだより2008年度Vol.1 
発行：品川区環境清掃事業部 

編集：特定非営利活動法人 

   エコタウンしながわ 

発行日：平成20年5月30日 

住所：〒140-8715  

   品川区広町2-１-36 

   品川区環境情報活動センター内 

TEL/FAX：03-5742-6533 

E-mail：center@shinagawa-eco.jp 

HP：http://shinagawa-eco.jp/ 

品川区環境情報活動センター 今後のイベント予定 

講座の名称はいずれも仮称です。 

応募方法等については「広報しなが

わ」、「品川区環境情報活動セン

ター」のホームページにて後日掲載し

ます。 
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本紙は古紙を配合した用紙で作成しています 

 5月17日(土)品川歴史館において環

境学習講座「環境都市江戸に学ぶ」

（講師：同館 冨川武史学芸員）が開

催されました。 

 東海道品川宿を

とりまく環境につ

い て、江 戸 と 品

川、水とのかかわ

りを中心に話が進

みました。 

 品川宿の上水は、元は多摩川の水

で、8里の道のりを経て玉川上水から

引いていました。台地が多かった品

川では水の確保に苦労をしたので、

上水施設を整えていたのですね。 

 一方、町屋から集められた下水は

東海道の下を通り、海に流れ込むよ

うになっていたようです。しかし当

時の下水は現在のように工場排水は

もちろん、洗剤や石鹸などもなかっ

たことから、現在よりずっときれい

でした。また畑の水として再利用も

していたようです。 

 わたしたちの中にも、過去の生活

においてこのような下水の記憶を

持っている人は多いと思います。環

境をきれいに保つことを心がけたい

ものです。 

 品川歴史館の常設展示場では、東

海道第一番目の宿場として栄えた品

川宿を中心に品川の歴史を学ぶこと

ができるようになっています。一度

訪れてみてはいかがでしょうか。 

品川歴史館（品川区大井6-11-1） 

最寄り駅：JR大森駅徒歩10分、JR大

井町駅徒歩15分、バスの便あり 

   環境学習講座「環境都市江戸に学ぶ」 
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8月2日（土）15:00から「打ち水大作戦  しながわ

2008（7月22日～8月23日）」の一斉打ち水が昭和通り

商店会で開催されました。    

当日は晴天で午後3時現在、周囲の気温は34℃という 

 暑さです。開始に向けての 

 カウントダウンに続き一斉 

 に打ち水が始まり、こども 

 たちの元気な声が飛び交い 

 ました。 

  打ち水では風呂の残り湯 

 やこども用プールの残り水 

 などの再利用水を使い、水  

 道水は使いません。これが 

 打ち水のルールです。 

 打ち水によって気温はどう 

変わったでしょう。周囲の気 

温はあまり変化していません 

が、日向の地表面近くではな 

んと10℃以上も下がり、暑さ 

が少し和らいだように感じる 

という声が聞かれました。 

  打ち水終了後は、使った 

 ジョウロや水鉄砲、うちわ、  

 風鈴、エコバッグなどをお土 

 産にいただきました。 

 こどもたちの元気な声と笑 

 顔が印象に残り、楽しかった 

 打ち水会は無事終了しました。 

 －真夏の気温を2℃下げよう－ 

 打ち水大作戦 しながわ 2008 一斉打ち水 

 観察を開始した当初、運河の中に 

は僅か7種類の貝しか見られません 

でしたが、最近は様々な貝が見られ 

るようになりました。 

 1995年まで運河の中の貝は非常に 

少なく、記録された種類は20年間で 

30種(2008年8月現在97種を記録)、 

定着種は15種でした。 

 ところが1996年になると、これま 

で東京湾奥で見られた種類の貝が運 

河の中に現れ始めました。一挙に12 

種類もの貝が新たに見られたので 

す。これは観察を始めて20年間で初 

 

めて運河の中で見る大きな出来事で 

した。 

 特に印象に残る貝では、1979年に 

１個だけ見つけたクレハガイです。 

自然の海岸でもなかなか見つけるこ 

とが難しい貝で、大変珍しい貝とさ 

れています。そしてこの貝が運河で 

再び見られたのが1996年だったので 

す。実に17年ぶりに見つかった貝、 

そして2000年からの定着につながっ 

て行きます。  

 1996年にこの現象が何故起こった 

のか。その答えを「目黒 

川に下水の高度処理水を 

流し始めた」との新聞記 

事に発見しました。 

またこの年を境にハゼの 

酸欠による浮き上がりが 

減りました。 

  目黒川への下水の高度 

処理水の放流は京浜運河 

に良い影響を与えてくれ 

 

ましたが、やはり川は流れがないと 

いけない、そんな印象を強く受けま 

した。 

 一方、生き物の生息には家庭排水 

の影響が大きいとよく聞きます。流 

しに流す水を少しでもきれいにすれ 

ば更に運河の水もきれいになり、魚 

の酸欠をもっと減らすことが出来る 

と思います。皆さんのちょっとした 

努力で運河の「住民＊」も暮らし易 

くなるのではないかと思っていま 

す。 ＊運河の生き物を品川区の 

「海の住民」と呼んで観察を続けて

います。 

 

 

環境記者活躍中 環境記者の青野良平さんは京浜運河を観察して33年、 

「川がきれいになれば、海もきれいになる」ことの証明です 

 2.3cm 

環境記者  

 青野良平さんの記事より 

 クレハガイ 



 

 気象予報士から学ぼう・ストップ地球温暖化 

 

 

 

夏休みこども環境学習講座  
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  キッチンからはじめるエコロジー・地球にやさしい旬の料理をつくろう！ 

1回目：7月25日、2回目：8月9日 

会場：品川区環境情報活動センター 

 気象予報士から講義と実験を通し

て「ストップ地球温暖化」について 

49人の小中学生が勉強をしました。   

 第１回目のテーマは「地球はどう 

して暖まるのか」です。気象予報士の 

質問にみなさん元気よく手をあげ、 

正しく答えて行きます。 

 昔と今の生 

 活を比べてみ 

 ましょう。エ 

 ネルギーを使 

 う製品類が一 

 杯あります。 

エネルギーの節約を考えた生活の大

切さが分かりました。 

 実験は部屋から出て外の温度を測 

ります。直射日光のあたるコンクリ 

ートの上は大変な暑さで、草の中や 

土の上とでは 

大きな温度差 

がありまし 

た。 

 部屋に戻り、 

今日学んだ 

ことをそれぞれ 

の思いを込めて 

うちわに描きま 

した。 

 第２回目の 

テーマは「温暖 

化でどんな影響があるか」です。 

 最近の最高気温が昔と比べ高くな 

っています。最高気温が35℃以上の 

日を猛暑日と呼ぶようにもなりまし 

た。東京でも4年前に39.5℃という 

 最高気温を記 

 録しました。 

 地球の気温が 

 上昇し、日本 

 ではこの100 

 年間に1℃高 

くなっています。人間に当てはめる 

と36.5℃が37.5℃になっている、微 

熱が出ているようですね。 

一方、海の温度も上がっています。 

魚によっては獲りにくくなっていま 

す。またわずかですが海面水位の上 

昇もあります。 

 第一の実験は「海 

面上昇実験」です。 

水を満たしたフラ 

スコの先にはガラ 

ス管がついていま 

す。フラスコのま 

わりに湯を注ぐと、 

ガラス管の水が上 

昇します。水は温度が高くなると分 

量が増えることがわかりました。 

 もう一つの実験は手回し発電機を 

使った「竜巻発生実験」です。 

半分に切ったペットボトルの上部に 

ファンがついており、手回し発電機 

でそのファンを回すと下にあるドラ 

 イアイスの煙が 

 上がります。 

 質問に答え、楽 

 しい実験を通し 

 て地球温暖化を 

 勉強したみなさ 

 んの顔には、や 

 り終えた満足感 

 が見られました。 

       
 

      
  
 

 8月4日(月)から6日(水)の3日間、品川介護福祉専門

学校内の調理実習室において「キッチンからはじめる

エコロジー、地球にやさしい旬の料理をつくろう!」が 

開催されました。 

 身近な「食」を通して楽しみ

ながら環境問題を考えるこの講

座には、今年もたくさんの参加

があり、キッチンは連日、元気

なこどもたちの熱気で一杯でし

た。エコ・クッキングインストラクターから環境に配 

 慮した買物、料理、片付けに至る 

 一連の流れの説明と、調理のデモ 

 ンストレーションが行われまし 

 た。ごみを出さない野菜の上手な 

 切り方、汚れた皿は古布で拭いて 

 から洗うなど、誰にでもできるエ 

コポイントがたくさんあります。いま教わったことを 

確認しながら調理開始です。少し緊張ぎみですが楽し 

そうです。   

 メニューは「いろいろ入れてドライカレー」、「イ

タリアン卵スープ」、「キャロットオレンジ寒天」の

３品です。 

 「いろいろ入れてドライカレー」は、冷蔵庫に残っ 

ている野菜や肉を使っておいしく 

出来るから、冷蔵庫の整理にもな 

ります。野菜はできるだけ皮ごと 

使ってごみを減らす工夫をしま 

しょう。 

 さあ出来上がり。作り終わった 

 班から試食開始です。自分で作っ 

 た料理の味はまた格別ですね。み 

 なさん満足そう。 

  食べ終わったところで、次は後 

 片付けです。水で洗う前に、小さ 

く切った古布などを利用して汚れ 

た皿を拭きます。そうすることで、汚れの半分以上が

落ちてしまいす。    

 身近な「食」の中で、私たちに 

できるエコはたくさんありまし 

た。一人ひとりがエコを意識した 

生活をすることが、私たちの地球 

環境をとりもどす為の第一歩とい 

うことなのですね。 



 

 

 

 

  

『できることから はじめ

ています』 

廣瀬裕子著 

㈱文芸春秋 

（本体1,238円＋税）  
 

 著者を含め10人の環境にやさ 

しい行動が紹介されています。 

海が汚れています、自分たちが

すぐにできることはごみを拾うこと

です。アクリル製の手作りエコたわし、洗剤をあまり使わ

ないで済みます。箸や水筒を持ち歩く。環境問題はひと

りで考えるより家族で話し合いましょう など。 

 この本は、工夫次第で今すぐにも環境にやさしい

生活ができることを紹介しており、ライフスタイル

を見直す機会を与えてくれています。 

 

 『エコアクションが地球を救う！』 
  (データに学ぶエコ生活のすすめ） 

 東京大学教授 山本良一[監修] 
 社)日本消費生活アドバイザー・コンサル  

 タント協会[編著] 

 丸善株式会社 

 （本体1,500円＋税） 

 

 蛇口をひねれば出る水、捨てられるごみの山、いつで

もどこでも買える清涼飲料、24時間いつでも開いている

コンビニやレストラン。便利すぎる現代社会にわたしたち

は慣れすぎてはいないでしょうか。こんな便利さは積もり

積もって環境の悪化にボディーブローとなって効いてく

るのです。てんぷらをした際の油をそのまま流しや下水

に流している方はいないと思いますが、フライパンを使っ

て調理した後の油はどうしていますか。ティッシュペー

パーやペーパータオルの使い方はどうでしょう。 

 生活の視点から環境問題を考えるとともに、わたしたち

のエコアクションについて、本書で一度チェックしてみて

はいかがでしょう。  

書評 

コーナー 

Page 3 
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 5月21日(水)品川区役所屋上の田んぼで、二葉幼稚園

児が田植えを行いました。毎年この時期に行っているも

ので、今年も13人が参加しました。みんな田植えはもち

ろん初めてで、順番を待つ間もはしゃいでいました。 

 この田んぼは、都市部の 

ヒートアイランド現象の緩和 

等を目的に作られた庭園の一

部で、普段は区の職員ボラン 

ティアが昼休み等を利用して 

世話や水やりを行っていま 

す。苗はもち米（もちみの 

り）です。 

 ボランティアの指導員は苗を手にとって「このくら 

いまで」と説明。説明を聞いた後、指導員をはさんで 

２人づつ田植えを開始しました。慣れない泥に足をとら 

れ大変そうです。力を入れすぎ指導員の教えとだいぶ違 

って埋めすぎてしまったり、線の上にまっすぐ植えられ 

なかったりでしたが、無事役目を終えました。 

 次の子に交代です。役目を終わった子はバケツに汲 

んだ水で泥にまみれた手足を洗ってもらい、交代したと 

もだちを見ていました。「もっとやりたい人！」という 

 とみんながまた並んで順番を  

 待っていました。結局みんな、 

 ２回から３回の田植えを経験。 

 幼稚園の先生も飛び入りで参加 

 し、大いに盛り上がりました。 

  終了後は、「楽しかった」と  

喜んで帰りました。秋には収穫 

し、お餅となって幼稚園のみん 

なの食卓にのぼります。 

 

 

 6月15日(日)、「しながわ花海道」(勝島運河土手)で

約500人が参加してコスモスの種まきが行われました。 

 まずは雑草刈りから始めな 

ければなりません。これが大 

変、みなさん汗を拭きつつ雑 

草を刈り取りました。 

 「花海道」ではボランティ 

アの方が交代で、時には一斉 

に雑草刈り、水やりなどの世話をしてくれています。今

年の夏は雨が少なく、水やりが大変だったようです。 

こういったみなさんの協力があってはじめて、きれいな

コスモスが見られるのですね。 

 8月下旬、コスモスの花が咲き始 

めています。9月から10月にかけて 

は白、ピンク、紫色のコスモスが 

私たちの目を楽しませてくれる

でしょう。また様々 

な形の花びらに注目 

してみると一層興味 

が増すのではないで 

しょうか。 

 10月19日(日)には 

「コスモスまつり＆ 

菜の花の種まき」があり、きれいなコスモスを手にする 

ことができます。また菜の花の種まきにもご参加くださ 

い。3月には一面菜の花畑が広がります。こちらも楽し

みです。 

「しながわ花海道」へ是非一度足をお運び下さい。      

  最寄り駅：京浜急行 立会川駅、鮫洲駅 

  品川区勝島運河高潮護岸の土手周囲約2km 

田植えをしました 

稲が大きくなってきました！ 

稲はこんなに大きく 

なりました 

（撮影8月20日） 

種まきをしました 

コスモスの花が咲きました！ 

 ↑こちらは8月下旬に咲い 

 ているキバナ 

 コスモスです 

 

 ←コスモスが 

 咲き始めました 

 (撮影：8月23日) 



 

                         

①鳥から見た環境変化 

環境変化は鳥の生態にも影響してい

ます。冬鳥であったヒヨドリやハク

セキレイが越夏（夏でも日本を離れ

ない）するようになり、1年中見られ

る鳥になりました。 

ツバメ、カラス、スズメの知恵や賢

さについて興味を持っていただきな

がら、鳥から見た環境変化や身近な

都市鳥の生態変化について話してい

ただきます。 

日時／9月21日(日)14時～16時 

 

②さき布から「ぞうり」を作ろう 

家庭にある古い布を使ってオリジナ

ルのぞうりを作る講座で、ぞうり作

りを通してリサイクルに関心を持っ

ていただくことが目的です。2日かけ

てみなさん一足のぞうりを完成させ

て頂きます。春の開催に続く秋の講

座で、毎回好評です。 

日時／9月23日(祝)と28日(日) 

         14時～16時30分 

③野菊の苔玉作り 

かわいい野菊を、今流行の苔玉に植

え替えて、オリジナルの素敵なオブ

ジェを作ります。10月後半開花予定

の花を使い、講座の後も作品を観賞

していただけます。 

日時／10月2日(木)14時～16時 

 

④白熱電球はなくなる?次は湯沸器が 

 ～省エネをやさしく科学する～ 

身近な製品で環境問題をやさしく考

えます。 

日時／10月26日(日)14時～16時 
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エコな買物 ～環境にやさしい買物をしましょう～ 

 シロクマと地球温暖化 ～温暖化がシロクマの生存に影響を及ぼしている～ 

太陽光発電 ～未来のエネルギー社会に向けて～ 

 6月29日(日)環境学習講座「シロク

マと温暖化」(講師：写真家 丹葉暁

弥氏)が開催されました。 

 地球温暖化は、北極圏周辺に生息 

するシロクマの生存にも影響を及ぼ 

しています。  

 何気ないわたした 

ちの日々の生活が、 

可愛いシロクマにも 

影響していること 

を、人間との共存と 

いう観点からお話い 

ただきました。地球温暖化はシロク

マにとって大変大きな問題 

です。温暖化により北極海 

の氷の面積が減り、また氷 

の張る期間が確実に短く 

なっています。氷が 

なくなるとアザラシ 

が氷の上で子育てが 

出来なくなってしま 

うので、シロクマは主食であ 

るアザラシが捕れなくなりま 

す。シロクマがアザラシ猟に 

出られる期間が短くなっており、今 

やシロクマは飢えに直 

面しています。 

 年々個体数が減って 

いるのが撮影に通って 

いて、はっきりと分か 

るとのことでした。 

また今後30年以内に 

は、絶滅してしまうの 

ではないかと心配されています。 

温暖化は私たちの気付かないところ

でも確実に進行しているのですね。 

 2008年6月22日(日)環境学習講座「エコな 

買い物」(講師：カタログハウス竹本徳子 

氏)が開催されました。 

 地球温暖化が進む今日、どんどん使って 

捨てる時代ではありません。商品を売る側 

(企業)としては「永持する」「修理できる」

「回収再資源化可能」「地産地消」という考 

 えに基づいた商品の企画をすること。 

 一方必要な物を必要なだけ買う、毎日の食事 

 に使う食材の産地、フードマイレージを考慮 

 する等、私たちにも日常生活でできることは 

 沢山あります。 

 より良い環境づくりには私たち一人ひとり 

 の環境に配慮した行動が大切ですね。 

7月15日(火)環境学習講座「太陽光

発電～未来のエネルギー社会に向け

て～」(講師：NPO法人 太陽光発電所

ネットワーク事務局長 都筑建氏)が開

催されました。 

個人住宅では今でも日本は世界一

の太陽光発電の国ですが、これを伸

ばすことが未来のエネルギー社会形 

成のベースになります。 

 将来に向けて地球温暖化ガスの削 

減は必須のテーマであり、そのため 

には太陽光発電を始めとした新エネ 

ルギーの普及なしには困難と言える 

のではないでしょうか。 

環境学習講座（講座会場：環境情報活動センター）   

(このパネル一枚で動く扇風機↓) 



 

戸越公園～歴史を語る公園 
 豊町2丁目にある戸越公園は、江戸時代に旧熊本藩主細
川家が下屋敷として拝領した後、寛

文11年（1671年）に整備された江戸

の大名庭園の一部です。 

 戦後、区に移管され数度の改修を

経て、歴史的な情緒や武家屋敷の風

情をかもし出しており、区を代表す

る公園となっています。池を中心とし渓谷や滝、築山など

を配置して、ゆっくりと一周できる回遊式庭園です。樹木

は梅、桜、ツツジ、モミジなど季節の花や木が美しい公園

として区民に親しまれています。 

散歩をする人、子どもと楽しく時間を

過ごす人、お年寄りの語らいの場とし

て、また広場では各種行事も催され、

区民の憩いの場所になっています。 

東品川海上公園 

～新しく生まれた公園 
 東品川2丁目にある東品川海上公園は、区民に水やみど
りに親しむ憩いの空間を提供しようと平成19年3月31日に
オープンした水辺環境を生かした公

園です。 

 園内は桜並木がきれいで、春はも

ちろん、秋の紅葉も楽しめる新しい

公園として親しまれています。 

  

公園に隣接する下水道局東品川ポ

ンプ所の建物の屋上が公園の一部

として庭園に整備されており、ボ

ランティアが花壇の植栽と手入れ

を行っています。 

 

星薬科大学（荏原2-4-41） 
 正門をくぐると左右に黄葉した見事

なイチョウが出迎え

てくれます。中原街

道から少し入ったと

ころにあり、都心と

は思えない静けさと

緑に囲まれキャンパ

スは勉学には最高の

環境です。 

 キャンパス内には薬用植物園があ

り、約800種の薬草が栽培されてお
り、一般に公開されていますので是非

見学してみてはいかがでしょう。 

都立林試の森公園（小山台2-6） 

 品川区と目黒区の境にあり、以前の

林業試験場が移転後、平成元年に都立

公園として生まれ変

わりました。 

 きれいに整備され

た道ではウォーキン

グや散歩をする人、

休日のひと時を楽し

む家族連れが見られ

ました。 

 池は紅葉した木々

を水面に写し、それをカメラに収める

人が見られました。 

しながわ中央公園 
（西品川1-27･28） 区役所と道路

を挟んで向かい合った公園は平成15年

4月1日にオープンした新しい公園で、

毎年5月には「しながわECOﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」

が開催されています。噴水や流れ、

ロックガーデンの広場があり、子ども

連れのお母さんたちの姿がよく見られ

ます。 

 サクラの鮮

やかな紅葉が

私たちのこん

な身近で見ら

れました。 

①食材を使い切る、食べ残さない 

～新宿中村屋のシェフが教えるおい

しいカレー教室～ 

市販のカレールーを使ったおいしい

カレーの作り方教室です。たべもの

と環境についても学びます。 

日時／1月24日(土)13時30分～16時 

場所／荏原文化センター料理講習室 

対象／小学5年以上・中学生と保護者 

 

②厳しい自然の中でイキイキと暮ら

すペンギン～カメラを通して見る～ 

南極やニュージーランドの野生のペ

ンギンたちの様子を写真で紹介しな

がら、人の生活と野生のペンギンと

のかかわりについて学びます。 

日時／1月25日(日)14時～16時 

場所／環境情報活動センター 

 

③巨木が語る地球＆カメラ教室 

～カメラを通して植物と仲良く～ 

世界の巨樹・巨木を尋ねた写真の紹

介とカメラを通して植物と仲良くな

るためのコツを学びます。 

日時／2月6日(金)14時～16時 

場所／品川シアター（区役所内）他 

 

④世界で１冊のアート本（絵本） 

参加者がデザインしたコラージュ作

品を重ねて１冊の本にします。 

日時／2月13日(金)14時～16時 

場所／環境情報活動センター 

 

⑤フォトジャーナリストの視点で環

境を語る～世界の辺境地で見て、考え

た‘地球といのち’ 

日時／2月26日(木)14時～16時 

場所／品川シアター（区役所内） 
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HP：http://shinagawa-eco.jp/ 

講座の名称はいずれも仮称です。 

応募方法等については「広報しなが

わ」、品川区環境情報活動センターの

ホームページにて後日掲載します。 
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本紙は古紙を配合した用紙で作成しています 

 

  公園で季節の移ろいを観察しましょう ～歴史を語る公園 ＆ 新しく生まれた公園～ 

皆さんのお住まいの近くにも、こんなに素晴らしいところが！ 

        品川区環境情報活動センター 今後のイベント予定 

 

 環境記者の真壁美枝子さんが、南大

井2丁目のマンション６棟の皆さんと

力を合わせて行っている環境整備活動

についてご紹介します。 

「花交差点の仲間たち」(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ名)

は花を介して地域のいろいろな世代が

交差し、子供たちの 

心に残る花のある街 

をつくり、こころ豊 

かに(心の環境整備) 

安全で住みやすい環 

境にすることを目的 

に活動しています。 

 

 

◆歩道花壇の植替え 

11月上旬、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ52名で秋から春先

までの花を歩道花壇に植替えました。

今回はﾏﾝｼｮﾝ毎に花選定したこともあ

り、それぞれの特色が出ています。

「わが花園が一番！」と自慢話に華が

咲く、楽しみ方もいろいろな大森海岸

南大井2丁目花ロードです。 

 行き交う人たち 

 に楽しんでいた  

 だけるよう日々 

 の手入れを行っ 

 ています。 

 

 

◆花の種類 

・ラベンダー(「花交差点の仲間たち」

のｼﾝﾎﾞﾙ花です) 

毎年ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰの生花やﾎﾟﾌﾟﾘを使用して

ｸﾗﾌﾄ作りを行っています。 

・ｼｸﾗﾒﾝ､ﾃﾞｰｼﾞｰ､ﾌﾟﾘﾑﾗ､ﾊﾟﾝｼﾞｰ､ｸﾘｽﾏｽ

ﾊﾟﾚｰﾄﾞ､ｽﾄｯｸ､ｾｰｼﾞ､ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ､ｺﾘｳｽ 

 

 

  

 

   

↑ﾊﾟﾝｼﾞｰ､ｼｸﾗﾒﾝ  ↑ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 

ｽﾄｯｸ､ｸﾘｽﾏｽﾊﾟﾚｰﾄﾞ  ｾｰｼﾞ､ｺﾘｳｽ 
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２００８年度 Vol.３ 

平成20年10月3日、第7回環境記者情報
交換会が8名の環境記者の出席のもと
で行われました。 
環境記者の皆さんの環境に対する関心 

や取り組みは様々で、お互い新鮮な話 

に耳を傾けました。 

 

 

 

屋上菜園でいろいろな野菜を作っている。今年は、

小玉だが皮が薄くて甘いスイカができた。同時に断

熱効果抜群で、屋上雨水も100%利用している。  

目黒川を定点観察しているが、水の

色が雨、気温、生活排水などで変化

する。区の浄化活動のお陰で以前に

比べるときれいになっているが。  

 五穀米の種まきから収穫までを行

い、苦労もあったが良い経験になっ

た。今日都会ではなかなか見られな

いアワやキビの紹介があった。  

子供の出産を機

に 食 の 安 全 性

や 地 球 環 境 に

注目するように

なった。若い層

がもっと身近な環境問題に関心を高

められるように情報発信をしてゆき  

たい。  

ビルの建築ラッシュで自然が失

われてゆく中、建設説明会で緑

化を取り入れるよう要望した。 

夏休みには皆さんの協力で「打ち水会」

を行ったが、1日だけではなく習慣化し

て欲しい。秋には区内で環境に関する

様々なイベントがあり、参加、あるいは

注目しましょう。  

朝の街並みを眺めると並木がきれ

いだが、いろいろなものが落ちて

いる。公共の場所を綺麗にしたい

という気持ちでタバコの吸殻や空

缶を拾っている。 

自分もごみを拾っている。また

町会でも落ち葉やごみ拾いを

している。 

星薬科大学の薬草園は自由

に見学でき、季節感を味わう

ことができる。  

環境記者活躍中 第7回環境記者情報交換会開催 

 環境活動さまざま 

 環境記者、ボランティアとしても活躍中 



 

さき布から「ぞうり」を作ろう 

 

 

環境学習講座環境学習講座    
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野菊の苔玉作り 

 9月23日、28日の2日間(計5時間)「さき布からぞうりを作 

ろう」(講師：布ぞうりサークルしながわ宮嶋氏ほか)が開 

催されました。毎回定員の数倍の申し込 

みのある人気講座で、本年度も今回が 

2回目です。 

 まずは基本を教わります。みなさん初 

めての方で最初のヒモと布を合わせる作 

業が一番難しいようですが、そこを終え 

 ると半分できてしまいます。指導員に 

 聞いたり、隣同士が助け合いながら作  

 業は進みます。 

 この講座は2日間の講座で、2回目に集 

 まった時は友達同士で集まった会の様 

でした。 

ついに完成です。白いぞうりは 

タオル生地でつくったぞうりの 

ため生地が厚く、肌触りも良い 

ようです。生地の違いで出来具 

合も変わってくるようです。 

 10月2日「野菊の苔玉づくり」（講師：園芸研究家 伊藤 

金美氏)が開催されました。 

今回使用する草花は、ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ、ｻﾝｲﾝﾋｷｵｺｼ、ﾉｺﾝ菊、ｱｼｽﾞﾘﾉ 

ｼﾞ菊、ﾅｷﾘｽｹﾞの５種です。 
 まず寄せ植えの基本的なポイントと 

して、草花の特徴、用土、日当たり、

配置の仕方、植物の性質の近いもので 

組み合わせるなどの説明があり、続い 

て実習に入ります。 

 植物のバランス、芯の向きをうまく考えて土を少しずつ

落とし、好みの形に配置します。形が決まったら針金と紐 

 で固定します。周りを土で固め、最後に苔を下 

 地にしっかりと密着させて、紐をぐるぐる巻い 

 たらできあがりです。  
 さあ、できあがりました。それぞれはどれも 
 地味な草花ですが、とてもエレガントなオブ 

 ジェに変身しました！ かつての日本ではどこ 

 にでも見られた野辺の花が、この頃はめずらし 

 くなりつつありますね。  

 

 都市におけるスズメ,ツバメ,カラスの生態

についての講義がありました。 

 ｽｽﾞﾒは地味な野鳥で、民家の周辺に棲んで 

いますが、最近では都市ﾋﾞﾙに居を移す傾向 

にあります。 

 ﾂﾊﾞﾒの棲みやすいところは①水と緑の多い

ところ(食べ物と巣の材料がある)、②安全な場所(人がい

る、天敵であるｶﾗｽがいないところはﾂﾊﾞﾒにとって安全) 

 ｶﾗｽは大変利口なことで知られています。ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 

 店でもらうﾊﾝｶﾞｰで巣を作る、車のﾀｲﾔで食べ物のｸﾙ 

 ﾐの硬い殻を割る、食料を保存する、攻撃できそう 

 な人間を見極める等々です。 

 水と緑に恵まれ、活気ある商店街があり、益鳥で 

 あるﾂﾊﾞﾒを残してこそ未来があると思います。ﾂﾊﾞﾒ

やｽｽﾞﾒが棲めないところには人も住めないのです。 

 笑いの絶えない楽しい講義が終了しました。 

 温暖化による地球環境破壊は人類

と生物の生存を脅かす近未来かもし

れません。かけがえのないこの地球

のためにできることとは何で

しょうか。温暖化の現状を学

び、ミニ実験を通して身近な

対策を子どもたちは親と一緒

に考えました。 

温暖化の影響で、2050年

頃までに自然界ではキリマンジャロ

山頂の雪が消えたり、100万種以上の

陸上生物が絶滅するなどの大きな変 

 化が予測されています。しか 

 し人間の努力と科学の力によ 

 り、地球環境を変えていける 

 のではないでしょうか。 

  電球で省エネ比較実験をして 

 みました。白熱電球から蛍光

電球にするだけで電気の消費量は5分

の1、LEDでは6分の1になります。少
しの電気で同じ明るさがとれるので

す。温暖化問題を忘

れることなく、自分

にできることを続け

てゆく事で未来は

きっと変えられま

す。 

①鳥や昆虫の親子(成虫と幼虫な

ど)、分かりますか？ 

②鳥の足やくちばしの形には特徴 

がありますが、これらは生きてゆ 

くために与えられたものです。環 

境情報活動ｾﾝﾀｰにいてほしい想像 

上の鳥を描いてみました。 

③食物連鎖についての勉強をしま

す。ｶｰﾄﾞには番号がついており、緑

色のｶｰﾄﾞは1番ｲﾈ、２番ｲﾅｺﾞ、３番ｶｴ

ﾙ、４番ﾍﾋﾞ、５番ﾌｸﾛｳです。 

 さてこの5枚のｶｰﾄﾞはど 

 んな関係にあるでしょ 

 う。1→2→･･･→5番  

 の順に餌になるので 

 すね。それぞれの生 

き物は彼らの餌がないと生きて 

いくことができません。地球上 

の生き物全部をこの関係でﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞの 

形に置いたとすると、頂点に来るも 

のは、そうです人間です。その一部 

が欠けたら人間は地球上で生きてい 

 けなくなるかもしれませ 

 ん。実は人間を支えてくれ 

 ているのは多くの生き物 

 で、それらがつながりを 

 持って生きているのです。 

環境紙芝居～ちきゅうがたいへんだ！＆おもしろミニ実験～ 11月3日(月) 

鳥から見た環境変化 9月21日(日）／講師：自然観察大学副学長 唐沢孝一氏 

カードゲームで知る自然の不思議体験 11月16日（日）／講師：環境ｶｳﾝｾﾗｰ 漆原敏之氏 

 

 

 

 

  
『環境がわかる絵本 

 （改訂版）』  
文：佐伯平二 

イラスト：長崎訓子 

㈱山と渓谷社 

（本体1,400円＋税）  

 

 地球サミット、資源の枯渇や

新エネルギーといったグローバ

ルな問題から、環境問題の実

態、そして私たちの暮らしと環境といった身近な問

題についてまで、簡潔な説明がなされています。  

なお、本書は子ども向けの絵本ではありません。 

説明は短いものですが、要点をしっかりと伝えて

くれており、この本を1冊読めば環境問題の概要を

つかむことができるのではないでしょうか。 

「海から見た地球温暖化」 
 （異常気象、気候変動の現場を行く） 
 JAMSTEC「Blue Earth」 
 （独立行政法人 海洋研究開発機構） 
 編集委員会 著 

 ㈱光文社 

 （本体1,600円＋税） 
 

 「地球温暖化は後戻りできない気候
変化で、現在北極海で進行している“海の温暖化”

と海氷の減少も後戻りできない」こういったショッ

キングな内容の書き出しで始まっている。 

白い氷は太陽光をよく反射するが、青色の海水は

それをよく吸収するため北極海の海氷の減少は温暖

化を加速させる。また北極の氷の減少についてはよ

く話題になるが、南半球の気候変動は緩やかだ。こ

れは南極の氷は厚いため、氷が多少溶けても太陽光

の反射の仕方は変わらない、これが南北両極の気候

変動の違いと言う。 

私たちの日常活動でのちょっとした気遣いが、温

暖化にブレーキを掛けることになるのでしょうね。 

書評書評  

コーナーコーナー  
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□ 

 10月15日(水)区役所屋上の田んぼで、二葉幼稚園児が

稲刈りを行いました。5月21日に田植えをしてから約5ヶ

月で穂もたわわに稲が実りました。 

朝方の雨もすっかり上がり、気持ち 

のよい秋の太陽が園児の稲刈りを応 

援してくれているようで、参加した 

18人は元気一杯、稲刈りの前からみ 

んなワクワク気分です。 

 ボランティアの指導員からお米と 

稲刈りについての説明を聞いた後、一人ひとり指導員と 

一緒に稲を刈ります。園児の手にはかなり手ごたえがあ 

 りそうですが、みんな一生懸命 

 です。 

 18人全員が一回り終えたとこ 

 ろで稲はまだ残っています。僕 

 も私ももう一度稲刈りしたいと 

 ばかり列を作っています。 

 ここからは刈った稲を干す人

と、もう一度稲刈りする人とに別れます。 

稲はこんなふうにして干すのか 

をみんなは知りました。稲を担 

ぐ様子もかわいいですね。 

 園児の元気な声が飛び交い、

たのしい稲刈りが無事に終了し 

ました。収穫した米はもち米 

で、この後お餅となってみんな 

の食卓にのぼります。 

 子どもたちが参加する区役所屋上の田んぼでの米作り

は平成18年から毎年行っており、今回で3回目です。5月

21日の田植えから始まり、稲刈りまでを学んだ園児たち

は、都会ではなかなかできない貴重な経験をしたと思い

ます。 

 

 11月9日(日)、「しながわ花海道」(勝島運河土手)で

約500人が参加してコスモスの刈り取りと菜の花の種ま

きが行われました。 

 6月15日の種まきから約5ヶ月、 

8月中ごろから花が咲き始め、こ 

れまで白、ピンク、紫のきれい 

なコスモスが私たちの目を楽し 

ませてくれました。 

 「しながわ花海道」は平成14年 

に立会川商店街と鮫洲商店街が中 

心になって｢プロジェクト」を設 

立し、管理運営しているもので 

す。ここ勝島運河の土手は品川区 

の了解を得て、地域住民や商店街 

のみなさんが秋のコスモス、春の 

 菜の花を 

 中心に自主的に育てているもの 

 で、コスモスと菜の花の育成は 

 毎年の恒例行事になっていま 

 す。今年は油の採れる菜の花の 

 種をまきました。 

  

3月には一面菜の花畑が広が 

り、6月頃には菜種から採取 

する油を使ったおいしい料理 

も楽しみですね。 

 「しながわ花海道」へ是 

非一度足をお運び下さい。                                                             

 最寄り駅：京浜急行         (↑2008年3月撮影)              

         立会川駅、鮫洲駅     

 品川区勝島運河高潮護岸の土手周囲約2km 

稲刈りをしました 

お餅となって食卓に並びます！ 
コスモスの刈り取りと菜の花の種まきを

しました  春は一面菜の花畑に！ 



 

しながわ環境大賞決定 
   平成21年2月14日（土） きゅりあん小ホール 

●モトローラ株式会社 
   同社ではグ 

 ローバルサー  

 ビスデーを設 

 定し、45カ国 

 で一斉に環境  

 維持に関する    

 ボランティア

活動を行っています。大崎のシンク

パークタワーにある東京本社では大崎

駅周辺と小山台林試の森公園の清掃美

化活動を行いました。活動目的は品川

区の美化への貢献と昨年の６月に認定

された品川区エコクリーン事業所とし

ての責任を果たすことです。活動には

社長以下63名が参加し、「ごみの多さ

に気づいた」「良い気分転換になっ

た」等の感想がありました。また大崎

西口公園に花壇をつくり、地域貢献を

しています。草とりや水遣りだけでは

なく公園の清掃やフラワー日誌を書い

て情報の交換も行っています。 

●浅間台ダディズクラブ 
    同クラブは 

 浅間台小学校 

 の保護者、同 

 窓生、地域住 

 民により構成 

 されており、 

 平成17年にﾋﾞｵ

ﾄｰﾌﾟを作りました。ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟは設計か

ら始め、児童と一緒に土を掘ります。

途中では機械を導入して着実に進める

ことができましたが、水道管に穴を空

けてしまうﾊﾌﾟﾆﾝｸﾞもありました。苦

戦しながらも、地域の方の協力も得

て、花壇が綺麗なﾋﾞｵﾄｰﾌﾟへと生まれ

かわることができました。ヤゴ救出大

作戦は、小学校のプール開きによって

プールにいるヤゴが全滅するのを助け

出す活動です。救出した後、児童に育

て方のレクチャーをしました。また20

年度には、新たに児童と一緒に体育館

裏を畑に開墾し、野菜を育てました。 

●松本真理愛とその家族 
 小学校６年生  

 の松本真理愛 

 さん。しなが 

 わ版家庭ISOを  

 区内でただ一 

 人６年間続け 

 ています。こ

れはご両親が真理愛さんに、地球環境

に意識を向けて生きるのが当たり前と

思える人に育ってほしいという願いか

らはじめたものでした。電気をこまめ

に消す等、家族で話し合いながらエコ

活動をしました。エコ活動は無理をし

ないのが続けられるコツ！ですね。

「友達は受験勉強を夜中までしていた

そうですが、私は電気を使わないため

にも夜は早めに寝ました。でも合格で

きたのでエコと受験は両立できると思

います。良い環境をつくりたいと思う

人が増えればきっと環境もよくなると

思います」とのことでした。 

 しながわ環境大賞の授賞式が、2月14日(土)きゅりあん小ホー 

ルで行われました。しながわ環境大賞は平成18年度に品川区に 

よって創設され、環境保全に関する活動について、他の模範と 

なる団体や個人に対して贈られるものです。 

 今回が3回目で、受賞者は昨年10～11月に公募した23の団体 

等から選考委員会を経て決定されました。 
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２００８年度 Vol.４ 

 旗三新和会（みどりと花のボランティア）、小山台1丁目町会（資源リサイクル活動）、東品川児童セン  

   ター・北品川児童センター（「かっぱっこまつり」のエコ・リサイクルコーナー、打ち水大作戦など）、   

   二葉保育園（環境教育）、荏原保育園（5歳児卒園製作「リサイクル和太鼓」作りなど）、清水台小学校 

            （アルミニウム缶のリサイクル）の6団体が受賞しました。 

環境大賞の活動をご紹介します 

環境賞 



 

発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを使った光と色のふしぎ探検 

 

 

 

環境学習講座  
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ベランダで楽しむガーデニング 

 3月1日(日)環境学習講座「発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを使った光と色の

ふしぎ探検」(講師：おもしろ！ふしぎ？実験隊 久保利加子

氏)が環境情報活動ｾﾝﾀｰで開催されまし 

た。テレビの画面は赤･青･緑の3色の光

でできており、この3色の光の明るさを

少しずつ変化させることでさまざまな

色の光を作り出しています。 

 発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ(LED)は小さな電球のよ 

うなもので、それにﾎﾞﾀﾝ電池を取り付けると鮮やかに光 

り、紙ｺｯﾌﾟに入れるとまるで「光のｼﾞｭｰｽ」になります。 

 赤のｺｯﾌﾟに青のLEDを入れる 

 とﾏｾﾞﾝﾀ(ﾋﾟﾝｸ)になります。    

   このようにしてい  

  ろいろな光を作る  

 → ことができます。 

  

 つづいていろんな色の影を作ります。Ａ４の白いｺﾋﾟｰ用 

紙、LED、鉛筆をそれぞれ右写真のよう 

に置き、紙のｽｸﾘｰﾝに映る影の色を観察 

します。鉛筆とLEDの位置を変えるたび 

にいろいろな色の影が現れます。  

 白熱電球や蛍光灯に代わって将来の 

明りとして期待されているLEDですが、消費電力が少なく寿

命が長いため、私たちの身近では交通信号機などに使われ

るようになってきています。 

タイトル通りのふしぎな探検ができ、参加してくれたみ

なさんが良い体験をお持ち帰りいただいたと思います。 

 

3月7日（土）環境学習講座「ベランダで楽しむガーデニ

ング」(講師：千葉市花の美術館館長 斉藤久芳氏、同花卉

園芸係 菅原由紀氏)が環境情報活動ｾﾝﾀｰで開催されまし

た。200名近い応募者の中から選ばれた30名のみなさまは大

変幸運な方々です。 

斉藤講師から、ガーデニングの楽し

みと環境についてレジュメに沿って詳

しくお話いただき、菅原講師からは実

際に「千葉市花の美術館」で行われて

いる寄せ植えのスライドを見ながら 

「コンテナ寄せ植え」のポイントに 

ついて話がありました。続いて参加

者のみなさんは本日の花６種類、８

鉢を組み合わせて寄せ植えに取り掛

かりました。丈の高い「ﾗﾅﾝｷｭﾗｽ」

「ﾘﾅﾘｱｸﾞｯﾋﾟｰ」を中心にすえ、丈の

低い鉢「ﾃﾞｰｼﾞｰ」「ﾜｽﾚﾅｸﾞｻ」などの色を考え植え込みま

す。実技だけでなくガーデニングの歴史、環境について話

があった今回の講座は、大変参考になったと好評でした。

草花の好みは時代により変化があり、

1983年と2007年の調査を比較すると、ひ

まわりはランク外から5位へ、反対に菊

は3位から14位になっているそうです。

しかし桜はどちらも1位で、まさに日本

人好みの花と言えます。 

ガーデニングに興味を持っている方が、年齢・男女を問

わず大変多いことを感じた講座でした。 

  

 

 講師はこれまでに世界の約140ヵ国

を取材で訪れており、そこで見た戦

争や飢餓、貧困と環境問題は深い関

係にあると考えました。

この講座では取材で撮影

した写真を品川シアター

のビッグスクリーンで見

ながら、ジャーナリスト

の視点から世界の辺境地

での環境問題についてお話いただき

ました。  

地上最大の哺乳類であ

るアフリカ象は大量の植

物を食べ、フンを撒き散

らしながら移動して

います。フンの中に

は消化されない植物の種がたくさ

ん混じっており、植物は象に食べ

られることでいろんな場所に子孫

を残すことができるのです。 

自然界に存在する動植物は、お互

いかかわりをもった循環の中で生き

ています。しかし私たち人間は自

然界でどんな貢献をしているので

しょう。人間が引き起こしている

地球温暖化や自然破壊が、その循

環を崩しつつあります。 

 今私たちがしなくてはいけないこ

と、それは自然を見つめなおし、生

き物の生命を守ることではないで

しょうか。ジャーナリストならでは

の切り口から環境問題についてお話

いただきました。 

 アート本とは、使わなくなったも 

のを好きなように貼って、コラー 

ジュ作品を作り、まとめ 

て本にするものです。 

 家庭で出る不用品（ボタ 

ン・布・毛糸・ビーズ・ 

ひも・雑誌の切り抜きな 

ど）を使ってA４の大きさ 

の紙に材料を貼り付け、 

コラージュ作品を作ります。できあ 

がると絵画のようになります。  

 テーマはあってもなくても

良く、意味のあるものでもな

いものでも良い、自由な表現

で作品を作ります。 

 できた作品をスキャナーで

読み取り、パソコンに取り込

んで、プリンターからカラー 

で印刷します。 

 自分の作品を表紙にし、印刷した 

出席者の作品を好きな順にまとめて 

冊子を作ります。 

全部あわせてホチ 

キスで綴じ、製本 

テープをまきま 

す。これでアート 

本の完成です。 

世界の辺境地で考える‘地球といのち’2月26日（木）／講師：ﾌｫﾄｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ 桃井和馬氏 （品川ｼｱﾀｰ） 

世界で一冊のアート本 2月13日（金）／講師：アートディレクター 竹中信子氏 （環境情報活動センター） 



 

  

 

 当センターは、子どもを含め区民や事業者など、 

多くの人がライフスタイルを考えたり、環境にやさ

しい生活などの情報を得られるスペースです。 

 みなさまが環境についての情報収集や情報交換を

していただくために、自由にご利用いただけます。 

 

●センターのご利用について 

 環境に関する活動をする団体もしくは個人どなた

でも無料でご利用いただけます。セミナールーム(会

議室)の他、数人の方でご利用いただけるミーティン

グコーナー、環境に関する書籍･雑誌等を備えた資

料コーナーがあります。セミナールームの予約につ

いては当センター窓口、あるいは下記ホームページ

で受け付けています。 

(http://shinagawa-eco.jp/) 

                   

 

 

 

 

利用時間：9:00～17:00、土日祝も利用できます。 

（12:00～13:00、および年末年始を除く） 

なお、詳細は当センターまでお問い合わせくだ 

さい。(電話番号03-5742-6533) 

 

   

 

品川区環境情報活動センターを利用しませんか 
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 しながわ花海道にも春が訪れました。昨年11月に蒔い

た菜の花の種から花が咲きました。咲き具合にはかなり

のばらつきがあります 

が、今年も勝島運河護岸 

一帯を菜の花が埋め尽く 

してくれます。 

 今年は油の採れる菜の 

花の種をまき、6月頃に 

は油を採取することになっています。油を使ったおいし

い料理も楽しみですね。    （撮影：3月10日） 

 
 

 区役所前のしながわ中央公園における春の訪れをご紹

介します。三寒四温のこの時期、花も咲こうかどうしよ

うか迷っているようですが、サン

シュユとハクモクレンが私たちを迎

えてくれました。早春の光を浴びた

黄色く輝くサンシュユは小さな花を

たくさんつけています。 

 一方、白い清楚なハクモクレン

は、ふっくらと厚みのある花びらが

上を向いて咲いており、春の温かみ

を感じさせてくれます。 

  どちらも 

 漢方薬としても利用されてお 

 り、春を代表する花木です。 

 近くの公園に親子で出かけ、 

 季節の自然と触れ合うことも 

 楽しいと思います。  

 （撮影：3月11日） 

   

 

 季節感と自然を読み込む俳句を楽しむことは、まわり

の環境に目を向け、それを意識することにつながりま

す。当センターのホームページに毎月掲載している「し

ながわ子どもの俳句」について、品川区内の大原小学校

を訪ね、話を伺いました。 

 大原小学校では、初めて俳句 

にふれた小学１年生から、授業 

で習う５･６年生まで、自由に 

俳句を詠んでいます。 

 毎月校長室の掲示板にその 

月 の「季 語」（3 月 は「卒 業」

「ひなまつり」など）が張り出されると、子どもたちは

俳句を作ってポストに入れます。校長先生が翌月それら

をまとめて審査し、その後「金・銀・銅」の賞ととも

に、投稿した全員の俳句がすてきな短冊になって、壁に

張り出されます。その月が終わると、各月にふさわしい         

 デザインをほどこした掲      

 示板（1月は羽子板、10月   

 は紅葉など）に１年間の

「金・銀・銅」賞の作品が         

 掲示され、１年後にそれ      

 ぞれの児童に渡されます。 

 

 

 

俳句の投稿用紙はもちろん 

「裏紙」を使用しています。 

自然に子どもたちにも環境 

に配慮する考えが身につく 

のではないでしょうか。 

 

＜しながわ中央公園＞ 

「俳句」を通して季節を感じる心を 

 養おう！～大原小学校～ 
しながわにも春がやってきています 

＜しながわ花海道＞ 



 

 

 

 

 インタミディア代表の佐山吉孝氏

から「ちょっとエコな視点で見た私

の好きなしながわ」と題して、戸越

周辺（戸越銀座）のちょっと気にな

る観察ポイントを紹介していただき

ました。 

 テーマを決めて何かをまとめよう 

とすると、よく知っているつもりの    

                                    

         街でも最低３回 

         位は歩かなければ                        

                 いけない。また街  

         を知るためには 

歴史や地形を知ることも大切で、自 

ずと注目するところも違ってくる。 

 また記事を書くに当たってのアド

バイスをいただきました。 

 まずは歩くこと、その中から自分

のテーマが見つかってくる。商店建 

築、路地の井戸やごみ箱、張り紙な 

 

 

 

どからも時代と人々の暮らしぶりが

見えてきます。どんなささいなこと

でもいいですから、自分なりのテー 

マを見つけてください。そして気に 

なることがあったらその観察を続け

ることです。しばらく続けて積み重

ねていくと、だんだんとそのものが

持つ意味とか価値が見えてくるもの

です。 

 

    

①古布でこいのぼりを作ろう(一般) 

不用の帯や着物などを利用して、かわ

いい「こいのぼり」を作ります 

日時／4月24日(金)14時～16時 

②さき布から｢ぞうり」を作ろう(中学

生以上) 家庭にあるさき布を使って、

オリジナル「ぞうり」を作ります 

日時／5月5,6日(祝)14時～16時30分 

③燃料電池でﾌﾟﾛﾍﾟﾗを回そう(小学生) 

太陽光と燃料電池を使ってプロペラを

回します 

日時／5月17日(日)14時～16時 

④シロクマと地球温暖化(一般) 

地球温暖化がかわいいｼﾛｸﾏの生存を脅

かしている状況をｶﾒﾗを通して見ます 

日時／5月31日(日)14時～16時 

⑤品川にいる海の生きもの(親子) 

日時／6月7日(日)10時～12時 

場所／しながわ水族館 

⑥自然環境と街づくり(一般) 

日時／6月14日(日)14時～16時 

⑦身近な自然観察入門(一般) 

日時／6月16日(火)14時～16時 

⑧ワンダーボックス万華鏡(小学生) 

日時／6月28日(日)14時～16時 

 

「場所」の記載のない講座は、すべて

環境情報活動センターで開催予定。 

講座はいずれも予定､名称は仮称です。 

応募方法等については「広報しなが

わ」、品川区環境情報活動センターの

ホームページにて後日掲載します。 

しながわECOだより2008年度Vol.4 
発行：品川区環境清掃事業部 

編集：特定非営利活動法人 

   エコタウンしながわ 

発行日：平成21年3月30日 

住所：〒140-8715  

   品川区広町2-１-36 

   品川区環境情報活動センター内 

TEL/FAX：03-5742-6533 

E-mail：center@shinagawa-eco.jp 

HP：http://shinagawa-eco.jp/ 
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        品川区環境情報活動センター 今後のイベント予定 

環境記者活躍中 

34年間京浜運河に生息する生き

ものを観察している青野さん。

運河の環境は外海からの流れ込

みが影響している。現在運河で

は護岸工事が行われているが、

生きものの酸欠が心配。 

体育指導委員でもある石毛さん。地

元では商店会長をしており、地元で

の環境について一言。街路灯の下に

プランターを置き花を植えている。

街並みをキレイにするということと

同時に、大型のトラックが街路灯を

壊すことを避けるためでもある。 

真壁さんとと 

もにエコサ 

ポーターでも 

あり、エコ 

フェスティバ 

ルには毎年参 

加している白 

石さん。 

布川さん宅や隣家にある庭には緑が

多少あり、昨年は隣家の柿（甘柿）

の木が豊作で、一部は鳥のために残

しておいてあると言う布川さん。 

冬はあまり餌がない時期だが、鳥た

ちはその柿をついばみに来ていた。 

品川にも風力発電の利用を考

えたらと語る覚張さん。歩く

ことは健康にも良いが、自然

の発見や思いがけない出会い

も あ る。体 力 が 続 く 限 り

ウォーキングを続けたい。 

環境に関することや小中学生と接するこ

とのボランティアに関わっている勝山さ

ん。本年5月24日(日)予定のしながわECO

フェスティバルは、いろんな企業や学生

が環境について発表する場、触れ合う場

であり、参加しましょう。 

 第８回 

 環境記者  

情報交換会 

地域でのボランティア 

を通じて環境を見てゆ 

きたいという真壁さ

ん。国道（第一京浜）

の沿道をきれいにしよ

うと、南大井二丁目の六棟

のマンションの住民が環境

整備活動（歩道花壇作り

等）を行っている。 

 2月7日(土)、第8回環境記者情報交換会が7名の 

 環境記者の出席のもとで行われました。 


